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■ 模擬裁判特別授業
　2010年2月19日に、中央大学法学

部・総合政策学部に進路の決まった3年

生が、中央大学法科大学院模擬法廷で模

擬裁判を行いました。

　模擬裁判に先立ち、東京地裁立川支部

での刑事裁判傍聴や、本校卒業生で弁護

士の澤田三知夫先生による特別講義受講

などの事前学習を行い模擬裁判に臨みま

した。

　模擬裁判では、生徒自身が裁判官・検

察官・弁護士・裁判員・被告人・証人役

となり刑事裁判を再現しました。模擬裁

判は、鈴木芳夫中央大学法科大学院教授

が講評しました。

■ 部活動報告

＊軟式野球部

　3月に行われた春季東京都東支部大会

で優勝し、都大会に初出場しました。1

回戦で優勝候補のチームと対戦、延長

14回の末、1点差で惜しくも敗れまし

たが、大健闘の結果となりました。

＊吹奏楽部

　3月30日に、タワーホール船堀の大ホー

ルで第7回定期演奏会を開催しました。

■ 卒業論文報告会が行われました
　2010年2月24日（ 水 ）5 ～ 6限、

杉並高校第一体育館において卒業論文報

告会が実施されました。報告をしたのは

3年生の代表者で、パワーポイントを使

用して下級生全員に向け、自らの論文の

内容を発表しました。発表テーマの一例

をご紹介します。

・原典「人質」と比較して読む「走れメロス」
～なぜ「勇者は、ひどく赤面した」のか～

・機械と人間のバランス
～飛行機事故率の推移と
　　　　　　　人間工学の関係から～

　杉並高校では毎年3年次に6,000字程

度の論文執筆が義務付けられています。

テーマは自由で、2年の終わりから具体

的なテーマ選びに入り、3年1学期に文

献講読や資料集めを行い、3年夏休みか

ら本格的な執筆に入ります。

　本校国語科は、東京都私学教育研究所

の協力を得て論文指導の実践と研究を

重ねてきました。上記報告会に続く2月

27日（土）の私立中学高等学校公開研究

会（於：杉並高校）では、齋藤・池田両教

諭がその研究成果を発表しました。

■ 研究旅行を実施
　2009年12月にマレーシア研究旅行

と韓国研究旅行を、2010年2月に北欧

（ノルウェー）研究旅行を実施しました。

いずれも歴史的建造物の見学や現地の若

者との交流会等を通して、事前学習だけ

では得られない貴重な体験をしました。

■ 合唱コンクール・芸術作品発表会

　2010年2月20日（土）、「音楽・美術・

書道」の総合芸術祭として昨年度に新しく

スタートを切った合唱コンクール・芸術

作品発表会は、36団体による合唱と1年

生美術・書道クラスの生徒による作品発

表会で大いに盛り上がりました。

■ 演劇部が全国大会に出場

 演劇部は地区大会、東京都中央大会、

関東大会を経て、2010年8月に宮崎

県で開催される全国大会への出場が決定

しました。

演目：「（急遽演目を変更いたしました）」
　※これが上演作品のタイトルとなります

作者：臼井　遊（現2年生）

受賞歴：審査員特別賞、榊原政常記念創作
脚本賞、創作脚本賞（臼井遊くんが受賞）、
東京都教育委員会賞

（上）模擬裁判特別授業　（下）軟式野球部

卒業論文報告会

演劇部


